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  エッセイ ～Aさんの支援を通じて～ 

                 小田 沙織 

報告：北九州市障害者虐待防止啓発研修 

北九州市触法障害者支援研修会 

北九州市障害者自立支援協議会 

トピックス２ 

トピックス１ 



 

 

相談員  小田 沙織 

１ 

 エッセイ ～Aさんの支援を通じて～ 

 A    ⾃閉症 診断 受  療育⼿

帳をお持ちの40代の男性の方です。 

 特別支援学校に小学部から高等部まで

通学し、学校や家庭では大きな問題はあり

ませんでした。特別支援学校卒業後は障

害福祉サービス事業所へ通所することにな

      ⽣活⾯ ⾦銭 家事   強 

       成⼈期    異性 興味 

⽰ 異性 体 触      等 ⾏動 

⾒            ⻑時間共 過 

 ⺟親 対応 苦慮     疲弊   

る状態となっていく中、Ａさんはますますこだ

   目⽴       ⺟親 区役所 

相談したところ、当センターの紹介があり相

談に至りました。 

 その後Ａさんは施設に入所しましたが、

入所することに納得が出来ていなかったた

め、覚えている番号に電話をかけ続けたり、

⾃宅 全  荷物 持  毎週帰宅  

再 入所先 ⾏ 際 ⾞ 前 ⽴    

 嫌      ⾏動 続  結局半年 

退所となりました。両親は高齢になっていく

ことを心配し、施設入所の必要性を感じて

いましたが、Ａさんの様子をみると一⼈っ子

            以降施設  入所

に決心がつかずにいました。  

 通所事業所 利⽤  在宅⽣活 送 

Ａ    調理 洗濯等⾃⾝ 決   

⼿順 ⾏ 事 強     続      

両親と話し合い、Ａさんのペースに合わせた

⽣活を続けながらも、Ａさんの将来のことを

考  短期入所 利⽤    少   ⾃

宅 離   ⽣活 慣       取 

組  ⾏             Ａ   

 一度利⽤  場所    一度利⽤  

と入所させられてしまうのではないか」という 
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不安      一度短期入所 ⾏  場所

  繰 返 短期入所 ⾏         

入所に向けての継続的な取り組みがなかなか

進みません。 

そこで、ご家族の⽇々の⽣活での困りごとを

「大⼈になるとはどういうことか」など⾯談の際に

毎回テーマを一つ設定し、「勉強」という形でＡ

   理解    方法 考  図 絵 ⽤ 

ながら学んでいくことにしました。また、余暇活

動 広  取 組  ⾏        

 勉強  ⾏ 中 今    ⾃分 子  

だ」と⾔っていたA   変化 ⾒       

りました。「⾃分は大⼈である」ということを⾃覚

するようになってきたのです。 

現在はご両親もご高齢になってきたこともあり

再びＡさんの入所を検討しています。本⼈の

加齢や住まいの場が変わることについて、少し

  理解 深     支援  本⼈ 嬉  

こと、楽しいことを再アセスメントしながら、入所

 ⽣活 場 切 替    本⼈ 満⾜  

⽣活できるよう、施設入所に向けて心構えをし

       内容 今後 ⾏       

思っています 。Ａさんには相談支援専門員が

関わっていますが、私たちはＡさんの障害特性

 理解       対応 必要 検討 重 

たり、また交渉相⼿となって約束ごとの確認を

⾏    役割 担        

サービスでは対応できない課題について、相

談支援専門員と一緒に考え、少しでもＡさん

らしい⽣活が送れるようにしていくことが私たちの

役割であると考えています。時間をかけて一つ

一つを丁寧に取り組み、積み重ねていくことが

Ａ   ⼒    信       支援 ⾏ 

ていきたいと思います 。 
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北九州市障害者自立支援協議会 

虐待防止啓発研修『気づきから支援へ』開催報告 

本市では、平成24年10月1日に『障害者

虐待の防止、障害者の養護者に対する支援

等に関する法律（以下、障害者虐待防止

法）』が施行されたことを受け、平成25年

度より、障害者虐待防止啓発研修を開催、

障害のある人たちの人権や権利擁護につい

て、また障害者虐待防止に向けて正しい知

識を得る機会として適切な対応、支援を考

えるきっかけとなるよう取り組んでいま

す。今年度は、平成30年11月4日（日）に

ウェルとばた 多目的ホールにて、障害福

祉サービス事業所の管理者やサービス管理

責任者、虐待対応担当者を中心に、家族や

行政、教育、司法等の関係者をふくめ80名

近くが参加し、「気づきから支援へ」を

テーマに、基調講演とシンポジウムの内容

で研修を開催いたしました。 

基調講演は、社会福祉法人杏和会やまび

こ学園理事長 長森健氏より、長年、障害

の重たい人を受け入れている入所施設の現

場での実践を通して、医療と福祉の連携の

あり方、協働の考え方のもとで、身体拘束

をなくすための基本的な考え方や取り組み

の報告、また課題等についてお話いただき

ました。精神科医という立場でもあるた

め、貴重なお話を聴く機会となりました。 

シンポジウムでは、北九州市立大学准教

授 深谷裕氏をコーディネーターに、4人の

方にシンポジストとして登壇いただきまし

た。 

まず、北九州市手をつなぐ育成会親の会 

副会長の國家綾子氏に保護者の立場でお話

いただき、本人に対する適切な支援があれ

ば本人らしさを発揮して生き生きと生活で

きるため、本人にかかわる様々な人が理解

して欲しいとの切実な思い、願いをお聞き

することができました。続いて、相談支援

事業所melyのプラン 玉井康二氏より、相

談支援専門員としてかかわった虐待が疑わ

れた事例を通して、障害があるがゆえに自

身で解決が難しい事象についていち早く関

係機関と連携し適切な支援に結びつける必

要性についてお話をいただきました。北九

州あゆみの里通所施設 丹下篤嗣氏より、

施設長に就任してから通所施設の職員全員

を対象にヒヤリハットや虐待に関する意識

調査を毎年実施し、事業所内での虐待防止

の意識改革に取り組んでいるとの報告をい

ただきました。最後に、北九州市保健福祉

局障害福祉部障害者支援課 重谷勝子主幹

より、本市での虐待防止の取り組みの現状

について説明いただきました。 

様々な立場で障害のある人にかかわる

方々からのお話を聴いて、本市での障害者

虐待の現状や課題等にふれ、わがこと、わ

が街のこととして考えるきっかけになれば

と思います。 
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が開催されました 
平成30年度北九州市触法障害者支援研修

 平成３１年１月１９日（土）、医療、福

祉、教育、司法といったさまざまな分野の

関係者の方達約８０名がウェルとばた多目

的ホールに集い、平成３０年度の北九州市

触法障害者支援研修会が開催されました。 

 

 研修会では、先ず北九州市障害者自立支

援協議会 触法障害者支援研究会の部会長

で弁護士の河原一雅氏による「北九州市に

おけるこれまでの触法障害者支援の取り組

み」と題した報告がありました。 

 この中で河原氏は、これまでの取り組み

を通じて、罪を犯した障害者に対する視点

や観点が刑事司法関係者と福祉関係者では

異なる部分があることを示し、さらに刑事

裁判手続きを経て矯正施設（刑務所）へと

いう現行制度だけでは限界にきていること

を指摘しました。 

 今後は、刑務所に送る以外の方法で更生

を考えるべきであるというダイバージョン

の必要性を説き、また罪の有無と量刑の判

断を一つの裁判所が行うことは限界であ

り、且つ裁判員裁判の導入が感情論などの

影響もあって本問題を複雑化させていると

いい、我が国にも職業裁判官のみで構成さ

れた量刑裁判所を新設すべきで、更生プロ

グラムの充実と共に真の問題解決には不可

欠なものであるとの説明がなされました。 

  

 

 

 

 

 

 つづいて、ジャーナリストの佐藤幹夫氏

による「更生と地域生活の支援を考える 

～事件取材を通して～」と題した講演があ

りました。冒頭「更生とは何をもって更生 

というのか」という問題提起から本題に入

りましたが、佐藤氏は事件が突然に起こる

ことは稀であり、本人の生活環境等様々な

要因が重なった結果として表現されたもの

であるという印象を強くもっており、これ

までは障害のある人たちが犯罪加害者と

なってしまった経緯（それまでどのように

生活してきたか）は顧みられることもな

く、且つ防ぐ手立てや支援も講じられてこ

なかったということが、根本的な課題であ

るという考えを示しました。 

また、そもそも「～はしてはいけない、

～した場合はこうなる」といった抑止や制

裁的性格のある司法と「何ができるか、ど

うすればできるか」を支えるといった性格

の福祉が、果して触法行為防止にむけて連

携できるのか否かという発言もありまし

た。更生や地域生活の支援に必要なこと

は、障害という資質的要因へのケアを行う

ことは勿論、生活環境や心理状態の両面が

安全・安心なものとなるように支えること

を、それをひとりの担い手ではなくネット

ワークをもって取り組むこと。当人達が躓

いてしまう前の対応、つまり日頃からの関

わりが大切であり、強いては当人達を孤立

させないことがなにより大前提であるとい

うお話しでした。 

北九州市障害者自立支援協議会 



 

 

 
 
ＪＲ  
JR⿅児島本線 ⼾畑駅 下⾞ 南口から徒歩1分 
  ⾞  
北九州都市高速 ⼾畑      約5分、 
              「枝光ランプ」から約10分  
 

 バス  
市営   ⼾畑駅 ⾏  ⼾畑駅  下⾞ 
⻄鉄   ⼾畑渡場  or ⼾畑駅 ⾏  
               ⼾畑駅  下⾞ 徒歩1分  
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北九州市障害者基幹相談支援     

ホームページの

ご案内 

北九州市障害者基幹相談支援     北九州市障害者⾃⽴支

援協議会        随時更新       法⼈ 各種研修

等のご案内をしています！ 
北九州市障害者自立支援協議会ホームページ 

運営法⼈の案内や各事業から

のお知らせ、研修案内などを随

時アップしております。 

北九州市障害者⾃⽴支援協議会 

協議会の概要や地域支援研

究会の開催案内などを随時

アップしております。 

北九州市障害者基幹相談支援センターホームページ 

記  

一雨ごとに暖かくなり、春の訪れが近づいているようです。花粉症が辛い季節となりました。 

 広報紙 今年度第３回目 発⾏    

前回に引き続き、相談員のエッセイを掲載しています。ご覧頂いて、私たちの⽇々の支援のこと、そして⽇々奮闘
している相談員の想いを知っていただけたらと思っています。 

今後もさらに読みやすい広報紙を目指しますので、次号もぜひ、ご期待下さい。 

編  

集  

後  

編集：一原、小田、橋本 
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戸畑駅 北口 

戸畑駅 南口 

イ ベ ン ト の お し ら せ  

 
●障害者地域生活⽀援研究会 
「障害者地域⽣活支援研究会」は障害のある⼈たちの地域⽣活に関するテーマで当事者、家族、福祉関
係者 ⾏政   他障害福祉 関心   方々 参加  意⾒交換           ⾏      
     障害   ⼈ 仕事 住   関     障害福祉制度 関       多岐    内容
です。 

平成31年度 障害者地域⽣活支援研究会  諸般 事情    開催 延期            
今後 開催     改   連絡       理解              願 申 上     

 


